
 

CYPEPLUMBING. "Sanitary Systems" tab 
 

給水システムの解析および作図オプションの設定 
メインツールバーの「プロジェクト」グループの「一般オプション」にある「給水システム」タブの「設

置」タブでは、給水システムの「解析および作図オプション」を設定することができます。 

 

● 計算オプション 
● 一般的なチェック 
● 表示オプション 
● レポート設定 
● 単位 



 

「一般オプション」パネルの右側にある「インポート設定」オプションを使用すると、このデータを異

なる国内および国際規格に合わせて自動的に生成することができます。同様に、ロゴ付きのオプ

ションをクリックすることで、異なるメーカーのデータをインポートすることもできます。 

右側の列にあるその他のオプションは、「一般オプション」パネルの完全な設定をディスク上の

ファイルにインポートおよびエクスポートしたり、新規ジョブを作成するための初期値ファイルを選

択したりするためのものです。 

計算オプション 

水排出システムの設計に関する一般的なデータおよび基準を定義します。 

● 使用する解析方法 
○ 簡易入力(オプション 
このオプションを有効にすると、システム内の要素を入力および編集するパネル

は簡素化された外観となり、ユーザーによる定義は不要になります。 



○ テーブルを使用した設計(オプション) 
システムでテーブルを使用した設計を有効にします。 

■ 排水ユニットで定義された排出値(オプション) 
このオプションを有効にすると、プログラムで「一般オプション」の「設計お

よび確認オプション」セクションの「排出」から、各排出に関連する排水ユ

ニットを入力できるようになります。 
○ 水力解析(オプション) 
システムの水力解析を有効にします。右側のヘルプボタンをクリックすると、使用

されている式を参照できます。水平管の直径はマニングの公式で、垂直管の直

径はドーソンとハンターの公式(排水)およびワイリー・イートンの公式(雨水)で確
認します。 

● 排水ユニット 
○ 排水ユニットから流量への変換 
排水ユニットから流量ユニットへの変換係数を定義します。 

● 生成 
○ 継手(オプション 
メインツールバーの「継手」グループで利用可能な継手の自動生成ツールを使用

する際に、パイプ継手に割り当てる継手のタイプを選択します。継手のライブラリ

は、「一般オプション」の「設計およびチェックオプション」セクションの「継手」で設

定できます。 
■ エルボ 45° 
■ エルボ 90° 
■ ティー 45° 
■ ティー 90° 

○ 水平管(オプション 
モデルに入力された各水平管の「管参照」セクションがロックされていない場合、

解析中にプログラムがシステムの各スパンに割り当てる水平管の種類を選択し

ます。水平管の種類は、「水平管」セクションの「一般オプション」セクションの「設

計および確認オプション」で作成できます。 
■ 汚水(放流、放流、床トラップ、クリーンアウト、排水管、点検ボックス、そ
の他) 

■ 雨水(放流、放流、床トラップ、クリーンアウト、排水管、点検ボックス、そ
の他) 

● 同時性 
同時性を選択し、システム内で定義します。必要に応じて、「一般条件」の「設計および確

認オプション」で定義した「水平管/垂直管」の各管に対して、異なる同時性手法を指定す
ることができます。 

○ Q = K (Σ UD)1/2 

同時流量(Q)を吐出ユニット(DU)の合計と係数Kの関数として定義します。この係
数は、すぐ下のボックスに入力できます。右のウィザードでは、衛生器具の使用

状況に応じたK係数のデフォルト値をインポートできます。 
○ Q = Kn Σ Qi 

瞬間流量(Qi)と係数Knの合計値として同時流量(Q)を定義します。この係数は放
流の数(n)に依存し、その計算式は異なる形式を取ります。このセクションで表示
および選択します。 

○ Qc = 7.3497 × Qa0.5352 

累積流量(Qa)として同時または計算流量(Qc)を定義します。 



 

● 掘削 
システム内の以下の要素の掘削横断面の幾何学的特性、参照、および表示色を定義し

ます。定義した掘削断面は、その後、検査ボックスで選択したり、「一般オプション」の「設

計および実行するオプションの確認」セクションで「検査ボックス/水平パイプ」を作成した
りすることができます。 

○ 検査ボックス(参照、ベッド(B)、側面間距離(L)、水平勾配(T1)、垂直勾配(T2)、色 



 

○ 水平パイプ(参照、最小幅(A)、ベッド(B)、側面間距離(L)、充填(R)、水平勾配(T1)
、垂直勾配(T2)、色 

 

総合的なチェック 

排水システムの一般的なチェックを定義します。 



● 一般的なチェック 
○ トラップの直列配置(オプション 
システム内に直列に配置されたトラップの存在を確認します。 

○ 最小自由高さ(オプション) 
システムが各階で定義された最小自由高さに適合しているかを確認します。 

○ 干渉チェック(オプション) 
システム内の重複する要素間の干渉チェックを実行します。 

○ 通気弁(オプション) 
システム内の通気弁の必要性を確認します。 

 

● 設計オプション 
この機能により、ユーザーはシステム内のすべての要素に対して、代替の設計オプション

をグローバルに設定することができます。このウィンドウで有効化され入力されたパラ

メータは、「実行するオプションの設計と確認」にアクセスする「一般オプション」で定義さ

れた各タイプの要素で、事前に有効化されたパラメータの値を変更するためにのみ使用



されます。さらに、これらのオプションは、定義された後、ユーザーが一般インターフェー

スのトップツールメニューの「プロジェクト」グループにある「設計オプション」オプションを

使用して割り当てるまで、システムの設計には適用されません。 
○ 参照 
○ 説明 
○ 「水平パイプ」タブ 

■ 最小ドラッグ力 (オプション 
■ 最小速度 (オプション 
■ 最大速度 (オプション 
■ 最小水位 (オプション 
■ 最大水位 (オプション 

○ 「垂直パイプ」タブ 
■ 最大水位 (オプション 

 

表現オプション 

排水システム内の要素のグラフィック表示を設定します。 

● 「線の種類と色」タブ 
異なる種類のパイプのグラフィック表示に使用される線の種類と色を変更します。 

○ 汚水(色、線の種類 
○ 黒水(色、線の種類 
○ 灰色水(色、線の種類 
○ 雨水(色、線の種類 
○ 汚水および雨水(色、線の種類 
○ 換気(色、線の種類 



 

● 「ラベル」タブ 
給水システムの各要素のラベルに表示される情報およびテキストのサイズを調整しま

す。 
○ 構成(供給接続ポイント、メーター、継手、マニホールド、タンク、ポンプシステム、
温水生成、熱交換器、消費、パイプ) 

○ 構成 
■ テキストのサイズ 



 

● 「シンボル」タブ 
○ 取付部(シンボル)、ボックス(シンボル)、アクセサリー(シンボル)、排出部(シンボ
ル)、給水口(シンボル 
排水設備の要素のグラフィック表現で使用するシンボルを、利用可能な汎用シン

ボルまたは以前に作成したカスタマイズシンボルから選択します。 
○ カスタマイズ 
描画エディタを使用してカスタマイズしたシンボルを作成するか、またはディスク



に保存されているDXF、DWG、DWFファイルに含まれるシンボルをインポートし
ます。 

 

 

レポート構成 

給水システムレポートに表示される情報を構成します。 



● 結果 
結果レポートに表示される情報を構成します。 

○ 排水ネットワーク 
■ ネットワーク別(オプション 
■ フロア別(オプション 
■ 条件別(オプション 
■ 主スパン(オプション 

○ 雨水ネットワーク 
■ ネットワーク別(オプション 
■ フロア別(オプション) 
■ 条件別(オプション) 
■ メインスパン(オプション) 

 

● チェック 
チェックレポートに表示される情報を設定します。 

○ 排水ネットワーク 
■ メインスパン(オプション) 
■ 失敗(オプション) 

○ 雨水ネットワーク 
■ メインスパン(オプション) 
■ 失敗(オプション) 



 

単位 

排水システムに関連する各量の単位、ラベル、小数点以下の桁数を設定します。 

● 主要測定単位(時間、長さ、直径、絶対粗さ、面積、体積、液体体積、温度、温度差) 
● 一般測定単位(速度、水流、圧力、単位長さ当たりの圧力、密度、水の動粘度 



 

パネルの右側にある「定義済みの単位システムから1つをインポート」オプションを使用すると、以
下の単位システムのうちの1つをインポートできます。 

● 国際単位系 
国際単位系の単位をインポートします。 

● I-Pシステム 
● I-P(インチ・ポンド)またはインペリアル単位の単位をインポートします。 



 

排水システムの材料および機器の選択 
メインツールバーの「プロジェクト」グループの「一般オプション」にある「水システム」タブの「イン

ストール」タブでは、排水システムの以下の要素の「材料および機器の選択」を行うことができま

す。 

 

● 圧力ポンプカタログ 
● グリースおよび炭化水素セパレータ、生物ろ過システムのカタログ 
● 点検ボックス 
● 継手カタログ 
● 排水管カタログ 
● 排水管カタログ 
● 樋カタログ 
● 縦型排水管カタログ 
● パイプカタログ 



 

「設定のインポート」オプションを使用すると、異なる国内および国際規格のデータを自動的に生

成することができます。「一般オプション」パネルの右側にある「設定のインポート」オプションを使

用すると、異なる国内および国際規格のデータを自動的に生成することができます。また、ロゴ

が表示されているオプションをクリックすることで、異なるメーカーのデータをインポートすることも

可能です。 

右側の列にあるその他のオプションでは、「一般オプション」パネルの完全な構成をディスク上の

ファイルにインポートおよびエクスポートしたり、新規ジョブの作成時に初期値として使用するファ

イルを選択したりすることができます。 

圧力ポンプカタログ 

圧力ポンプのカタログを定義します。ポンプ検査ボックスモデルの次のレイアウトは、プログラム

の一般インターフェースの「レジスタ」グループにある検査ボックス入力オプションによって実行さ

れます。プログラムでは、特定の検査ボックスを入力する際に作成された圧力ポンプカタログの

いずれかを選択できます。そのため、検査ボックスの種類は、「圧力ポンプ」オプションが有効に



なっている状態で使用する必要があります。「圧力ポンプ」オプションは、「一般オプション」の「設

計および確認オプション」セクションにある「検査ボックス」からアクセスできます。 

このセクションで圧力ポンプカタログを定義する際には、以下のパラメータを指定する必要があり

ます。 

 

● 参照先 
圧力ポンプカタログの参照先。 

● 説明 
圧力ポンプカタログの説明。 

● 流量/圧力曲線 
表にエントリを追加することで、圧力ポンプカタログで利用可能な流量/圧力曲線を定義し
ます。 

○ 参照 
曲線の参照。 

○ 曲線の種類 
■ 中間点 
流量/圧力曲線の中間点を定義する値を入力し、関連する曲線を含むグ
ラフを表示します。 

■ 流量 
■ 圧力 

■ ポイント別 
流量/圧力ポイントのペアを入力し、関連する曲線付きのグラフを表示しま
す。 



■ 流量 
■ 圧力 

○ 寸法(オプション 
圧力ポンプの寸法を定義します。 

■ 長方形(長さ、幅、深さ 
■ 円形(直径、深さ 

 

グリースおよび炭化水素セパレーターおよび生物ろ過システムのカタログ 

グリースおよび炭化水素セパレーター、バイオフィルターシステムのカタログを定義します。ポン

プ検査ボックスモデルのその後のレイアウトは、プログラムの一般インターフェースの「レジス

ター」グループにある検査ボックス入力オプションによって実行されます。プログラムでは、特定

の点検ボックスを入力する際に作成されたグリースおよび炭化水素分離器、生物濾過システム

のカタログのいずれかを選択することができます。そのため、点検ボックスの種類は、「一般オプ

ション」の「設計および確認オプション」セクションで「点検ボックス」の「グリース分離器」オプション

が有効になっている状態で使用する必要があります。 

このセクションでグリースおよび炭化水素分離器、生物ろ過システムのカタログを定義する際に

は、以下のパラメータを指定する必要があります。 



 

● 参照先 
グリースおよび炭化水素分離器、生物ろ過システムのカタログの参照先。 

● 説明 
グリースおよび炭化水素分離器、生物ろ過システムのカタログの説明。 

● タイプ(長方形/円形) 
長方形または円形のどちらであるかを示した上で、表に項目を追加して、各グリースおよ

び炭化水素分離器または各生物濾過システムの参照、寸法、流量を定義します。 
○ 長方形 

■ 参照、幅、長さ、高さ、流量 
○ 円形 

■ 注文番号、直径、ヘッド、フロー 

検査ボックス 

メーカーの収集システムの検査ボックスを定義します。モデルにおけるこれらの要素の選択とレ

イアウトは、プログラムの一般インターフェースの「レコード」グループにある収集システムを入力

するためのオプションを使用して実行できます。 

このセクションで点検ボックスを定義するには、まずOpen BIM Databaseにログインして収集シ
ステムのカタログをダウンロードする必要があります。次に、このセクションで点検ボックスを作成

する際には、以下のパラメータを指定する必要があります。 



 

● 参照 
点検ボックスの参照。 

● 一般プロパティ 
○ 説明 
○ 排水の種類(汚水/黒水/雑排水/雨水/汚水および雨水 

● グラフィック表示 
○ 色(オプション 
○ 記号(オプション 

● 寸法特性 
利用可能なモデルから選択することで、各要素の寸法特性を定義します。 

○ カバー 
○ サイフォン(オプション 
○ アダプター(オプション 
○ ジョイント(オプション 
○ 本体(オプション 
○ ベースプラグ(オプション 



継手類カタログ 

材料のカタログを定義します。ポンプ室点検ボックスモデルの次のレイアウトは、プログラムの一

般インターフェースの「レジスター」グループにある点検ボックス入力オプションによって実行され

ます。プログラムでは、特定の検査ボックスを入力する際に作成されたグリースおよび炭化水素

分離器、生物ろ過システムのカタログから1つを選択することができます。そのため、特定の検査
ボックスを使用するには、「検査ボックス」の「設計および確認オプション」セクションで「グリース分

離器」オプションを有効にする必要があります。 

利用可能なモデルから選択することで、各要素の寸法特性を定義します。 

 

● 参照 
材料または機器の参照。 

● 一般特性 
○ 説明 
材料または機器の説明。 

● 技術特性 
表に項目を追加することで、継手の技術特性を入力します。 

○ 参照 
○ 外径 
○ 内径 
○ 空気流量(オプション 
エアレーションバルブの許容空気流量。 

排水カタログ 

排水口に対応する材料のカタログを定義します。ここで定義された材料は、「ダウンロード」の「設

計および確認オプション」セクションの「一般オプション」で、「排水口」と「材料」のボックスをオンに



することで、作成した排水口に割り当てることができます。モデル内のこれらの要素のレイアウト

は、プログラムの一般インターフェースの「ダウンロード」グループのオプションを介して行われま

す。 

 

このセクションで排水口を定義する際には、以下のパラメータを指定する必要があります。 

● 参照 
材料または設備の参照。 

● 説明 
材料または設備の説明。 

● 特性 
表にエントリを追加することで、シリーズ内の各排水口の特性をプログラムに入力するこ

とができます。 
○ 参照 
○ 幅 
○ 高さ 

排水管カタログ 

排水管に対応する材料のカタログを定義します。ここで定義された材料は、「排水管」で作成され

た排水管に、「一般オプション」の「設計および実行オプション」セクションで割り当てることができ

ます。モデル内のこれらの要素の後のレイアウトは、プログラムの一般インターフェースの「パイ

プ」グループの「排水管」オプションを使用して実行されます。 



 

このセクションで排水管を定義する際には、以下のパラメータを指定する必要があります。 

● 参照 
材料または設備の参照。 

● 説明 
材料または設備の説明。 

● マニング係数 
マニングの公式で使用される係数。 

● 特性 
表にエントリを追加することで、シリーズ内の各排水管の特性をプログラムに入力するこ

とができます。 
○ 参照 
○ 公称直径 
○ 外径 
○ 厚さ 

雨どいカタログ 

雨どいに該当する材料のカタログを定義します。ここで定義された材料は、「一般オプション」の

「設計および確認オプション」セクションで作成された「雨どい」に割り当てることができます。モデ

ルにおけるこれらの要素のその後のレイアウトは、プログラムの一般インターフェースの「パイプ」

グループの「雨どい」オプションを使用して実行されます。 



 

このセクションで雨どいを定義する際には、以下のパラメータを指定する必要があります。 

● 参照 
材料または機器の参照。 

● 説明 
材料または機器の説明。 

● マニング係数 
マニングの公式で使用される係数。 

● 特性 
表にエントリを追加することで、シリーズ内の各ガッターの特性をプログラムに入力するこ

とができます。 
○ 参照 
○ 公称直径 
○ 外径 
○ 厚さ 

縦排水カタログ 

縦方向の排水管に対応する材料のカタログを定義します。 モデルにおけるこれらの要素の選択
とレイアウトは、プログラムの一般インターフェースの「配管」グループにある「縦方向の排水管」

オプションを使用して行います。 



 

このセクションで縦方向の排水管を定義する際には、以下のパラメータを指定する必要がありま

す。 

● 参照 
材料または機器の参照。 

● 説明 
材料または機器の説明。 

● 特性 
表に項目を追加することで、シリーズ内の各縦方向排水管の特性をプログラムに入力す

ることができます。 
○ 参照 
○ 幅 
○ 高さ 

パイプのカタログ 

パイプに対応する材料のカタログを定義します。ここで定義された材料は、「水平パイプ/垂直パ
イプ」で作成された水平および/または垂直パイプに割り当てることができます。「一般オプション」
の「設計および実行するオプションの確認」セクションで。モデル内のこれらの要素のその後の配

置は、プログラムの一般インターフェースの「パイプ」グループ内の対応するオプション(「パイ
プ」、「垂直パイプ」)を使用して実行されます。 



 

このセクションでパイプを定義する際には、以下のパラメータを指定する必要があります。 

● 参照 
材料または設備の参照。 

● 説明 
材料または設備の説明。 

● マニング係数 
マニングの公式で使用される係数。 

● 特性 
表にエントリを追加することで、シリーズ内の各パイプの特性をプログラムに入力すること

ができます。 
○ 参照 
○ 公称直径 
○ 外径 
○ 厚さ 

排水システムプロジェクトにおける降雨強度の定義 
メインツールバーの「プロジェクト」グループの「一般オプション」にある「衛生システム」タブの「イ

ンストール」タブには、排水システムの降雨強度を定義するオプションがあります。 



 

降雨強度 

以下のパラメータを入力して、プロジェクトサイトの降雨強度を定義します。 

 

● 都市 
● 説明 
● 降雨強度 
● 補正係数(オプション) 
この係数は、「一般オプション」の「設計および確認オプション」で定義された表を使用し

て、設計目的で排水要素がカバーする表面積を乗算します。 

右側の列のオプションを使用すると、これらの値を異なる国や地域向けの事前定義データからイ

ンポートすることができます。 



 

場合によっては、「都市」を選択し、「降雨強度を計算するためのパラメータ」を指定する必要があ

ります。例えば、「等雨線」や「供給期間」、「降雨持続時間」の選択などです。その後、必要に応じ

て、インポートされたパラメータの値を変更することができます。 

プログラムは、「排水」グループの対応するオプションで入力された「排水区域」の流量を、その投

影面積と本セクションで定義された降雨強度から取得します。 

給水接続ポイントの排水システムへの挿入 
「設置」タブの「衛生システム」タブ、「レコード」グループのメインツールバーには、排水システム

の接続ポイントを入力するためのオプションがあります。 

 

給水接続ポイント 

排水システムの接続ポイントを挿入します。 

給水接続点を入力または編集する際には、以下のパラメータを設定できます。「簡易入力」オプ

ション(「一般オプション」の「設計オプション」にあります)が無効になっている場合のみ表示される
パラメータもあります。 



 



● 参照先(ロック/ロック解除 
要素参照。この値はロックまたはロック解除できます。ロック解除されている場合、結果を

更新する際にプログラムが参照を作成または変更します。 
● 供給接続ポイント参照 
供給接続ポイントの種類を、それぞれの参照と割り当てられた評価の種類に応じて選択

します。これらの種類は、「プロジェクト」グループの「一般オプション」からアクセスできる

「実行する設計およびチェックオプション」セクションで作成および編集できます。 
● 3Dレイアウト 
要素の位置と角度を定義します。このセクションは、以前に入力した要素を編集する場合

にのみ表示されます。 
○ 位置(x、y、z) 
○ 角度 

● フロア(ロック/ロック解除 
要素に割り当てられたフロアデータを定義します。このセクションは、以前に入力した要素

を編集する場合にのみ表示されます。このセクションのロックが解除されている場合、モ

デル内の要素のレイアウトに従って生成されたこのデータをプログラムで変更することが

できます。右側のウィザードを使用すると、「プロジェクト」グループの「フロアプラン」セク

ションで定義されたフロアプランのデータをインポートすることができます。 
○ 参照 
○ 初期立面図 
○ 設置深さ 
○ 最小フリーハイト 

● ラベル(オプション 
要素のラベルに表示される情報を管理します。 

○ 参照(オプション 
○ 立面図(オプション 

● 数量明細 
フィルタを使用して、要素の数量明細の生成を制御します。 

○ 供給接続ポイント 
● 照合チェック 
選択した供給接続ポイントの種類で定義されている場合、要素で実行された照合の照会

とリストに使用されます。 

 

注記: 

グループの右下隅にある「レコード」オプションを使用して、このグループの要素を定義するオプ

ションにアクセスします。 



 
これらのオプションは、「プロジェクト」グループの「一般オプション」からアクセスできる「設計およ

び実行するチェックオプション」セクションで利用できるオプションと同じです。 

排水システムの点検ボックスの入力 
「設置」タブの「衛生システム」タブにあるメインツールバーの「記録」グループに、排水システムの

点検ボックスを入力するためのオプションがあります。 

 

点検ボックス 

中間点検査ボックス、マンホール、集水桝、排水管末端の点検ハッチ、ポンプマンホール、グリー

ストラップ、または床トラップを含む、排水システムに検査ボックスを挿入します。 

検査ボックスを入力または編集する際には、以下のパラメータを設定することができます。「簡易

入力」オプション(「一般オプション」の「設計オプション」にあります)が無効になっている場合のみ
表示されるパラメータもあります。 

● 参照先(ロック/ロック解除) 
要素参照。この値はロックまたはロック解除が可能です。ロック解除されている場合、プロ

グラムは結果を更新する際に参照を作成または修正します。 
● 点検ボックス参照 
参照により点検ボックスの種類を選択し、それぞれに割り当てられた排水の種類に応じ

て選択します。これらの種類は、「プロジェクト」グループの「一般オプション」にある「設計

およびチェックオプション」セクションからアクセスできる「点検ボックス」で作成および編集

できます。 



 

点検ボックス 

● 一般データ 
○ 放流水平管の呼び径(ロック/ロック解除 
点検ボックスタイプの「最小寸法」チェックボックスが有効になっている場合、プロ

グラムは点検ボックスの放流水平管の呼び径に基づいて、点検ボックスに必要

な最小寸法(長さおよび幅または直径)を計算します。この値はロックまたはロック
解除が可能です。ロック解除されている場合、プログラムは結果を更新する際に

値を変更することができます。 
○ 排水ポンプの場合: 
選択した検査ボックスの種類で「圧力ポンプ」チェックボックスが有効になっている

場合、以下のパラメータが表示されます。 
■ 流量(ロック/ロック解除 
■ 圧力(ロック/ロック解除 
■ 圧力ポンプ(ロック/ロック解除)、特性曲線(ロック/ロック解除 
「圧力ポンプカタログ」で利用可能な圧力ポンプと特性曲線を選択します。

「圧力ポンプカタログ」は、「一般オプション」の「材料および機器の選択」

セクションからアクセスできます。 
○ グリースセパレータの場合: 
選択した検査ボックスの種類で「グリースセパレータ」チェックボックスが有効に

なっている場合、以下のパラメータが表示されます。 
■ 流量(ロック/ロック解除 
■ 圧力(ロック/ロック解除 
■ グリースセパレータ(ロック/ロック解除 
「一般オプション」の「材料および機器の選択」セクションからアクセスでき

る「グリースおよび炭化水素セパレータおよび生物ろ過システムのカタロ



グ」で利用可能なグリースセパレータのシリーズおよびモデルを選択する

ために使用します。 
● 3Dレイアウト 
要素の位置と角度を定義します。このセクションは、以前に入力した要素を編集する場合

にのみ表示されます。 
○ 位置(x、y、z) 
○ 角度 

● 寸法 
選択した点検ボックスタイプの「寸法を設定」チェックボックスがオフになっている場合、点

検ボックスの寸法を入力します。 
○ 円形の点検ボックスの場合: 

■ 直径 
■ 深さ(ロック/ロック解除) 

○ 長方形の点検ボックスの場合: 
■ 長さ 
■ 幅 
■ 深さ(ロック/ロック解除) 

● 掘削 
検査ボックスに関連する掘削の体積を定義します。このセクションは、選択した検査ボッ

クスの種類で「掘削」チェックボックスが有効になっている場合にのみ表示されます。この

値がチェックされていない場合、プログラムは検査ボックスの種類で選択された掘削セク

ションで計算できます。 
○ 掘削(ロック/ロック解除) 

● 床(ロック/ロック解除) 
要素に割り当てられた床データを定義します。このセクションは、以前に入力された要素

を編集する場合にのみ表示されます。このセクションのロックが解除されている場合、プ

ログラムでこのデータを変更することができます。右側のウィザードを使用すると、「プロ

ジェクト」グループの「平面図」セクションで定義された平面図のデータをインポートするこ

とができます。 
○ 参照 
○ 初期立面図 
○ 設置深さ 
○ 最小フリーハイト 

● ラベル(オプション) 
要素のラベルに表示される情報を管理します。 

○ 参照(オプション) 
○ 立面図(オプション) 
○ 奥行き(オプション) 

● 数量明細 
フィルタを使用して、要素の数量明細の生成を制御します。 

○ 検査ボックス 
○ 掘削 

● コンサルチェック 
選択した供給接続ポイントの種類で定義されている場合、要素に対して実施された検査

を参照およびリスト化するために使用します。 



 

排水ポンプ 

注記: 

グループの右下隅にある「レコード」オプションは、このグループの要素を定義するためのオプ

ションにアクセスするために使用します。 
 
これらのオプションは、「実施する設計およびチェックオプション」セクションで利用可能なオプショ

ンと同じです。このセクションは、「全般」からアクセスできます。チェックボックス付きの「全般」検

査ボックスは、このツールグループの追加のクイックアクセスオプションとして利用できます。これ

により、ユーザーは希望する検査ボックスをより迅速に入力することができます。 

排水システムにおける継手の入力と作成 



「設置」タブの「衛生システム」タブ、「レコード」グループのメインツールバーには、排水システム

における継手の入力オプションがあります。 

 

継手 

クリーンアウト、エアベント、ウォーターシール、エアレーションバルブなどの排水システムに継手

を入力します。 

フィッティングを入力または編集する際には、以下のパラメータを設定できます。「簡易入力」オプ

ション(「一般オプション」の「設計オプション」にあります)が無効になっている場合のみ表示される
パラメータもあります。 

 

清掃記録   換気口 



 

● 参照先(ロック/ロック解除 
要素参照。この値はロックまたはロック解除が可能です。ロック解除されている場合、プロ

グラムは結果を更新する際に参照を作成または変更します。 
● 検査ボックス参照 
参照によるフィッティングの種類を選択します。これらの種類は、「プロジェクト」グループ

の「一般オプション」セクションの「実行するオプションの設計と確認」の「フィッティング」で

作成および編集できます。 
● 一般データ 



○ 外径(ロック/ロック解除) 
この値はロックまたはロック解除できます。ロック解除すると、プログラムが結果を

更新する際に参照を作成または変更します。 
● 3Dレイアウト 
要素の位置と角度を定義します。このセクションは、以前に入力した要素を編集する場合

にのみ表示されます。 
○ 位置(x、y、z 
○ 角度 

● フロア(ロック/ロック解除 
要素に割り当てられたフロアデータを定義します。このセクションは、以前に入力した要素

を編集する場合にのみ表示されます。このセクションのロックが解除されている場合、プ

ログラムでこのデータを変更できます。このデータは、モデル内の要素のレイアウトに

従って生成されます。右側のウィザードを使用して、「プロジェクト」グループの「フロアプラ

ン」セクションで定義されたフロアプランのデータをインポートすることができます。 
○ 参照 
○ 初期立面図 
○ 設置の深さ 
○ 最小の自由高さ 

● ラベル(オプション 
要素のラベルに表示される情報を管理します。 

○ 参照(オプション 
○ 立面図(オプション 

● 数量明細 
フィルタを使用して、要素の数量明細書の生成を制御します。 

○ フィッティング 

 

注記: 

グループの右下隅にある「レコード」オプションを使用して、このグループの要素を定義するオプ

ションにアクセスします。 
 
これらのオプションは、「プロジェクト」グループの「一般オプション」からアクセスできる「設計およ

び確認オプション」セクションで利用できるオプションと同じです。 
 
チェックボックスにチェックを入れた継手は、このツールグループの追加のクイックアクセスオプ

ションとして利用可能になります。これにより、ユーザーは希望する継手をより迅速に入力するこ

とができます。 



継手の自動生成 

プログラムには、管継手(エルボーやティーなど)の継手を自動生成する2つの機能があります。 

● 最初のオプションは、ジョブ内のすべてのパイプの継手に継手を生成します。 
● 2番目のオプションは、ユーザーが選択したパイプ継手に継手を生成します。 

これらのツールを使用すると、継手が生成された交差の数がプログラムによって報告されます。 
必要に応じて、この時点で、作成された継手を編集または削除することができます。 

これらのオプションを使用するには、「一般オプション」の「設計オプション」の「生成」にある「継

手」で、対応するボックスをアクティブにする必要があります。 また、この画面で、各パイプジョイ
ントに関連する継手のタイプを設定することも可能です。 
 

 

排水システムの排水口の入力 
「衛生設備」タブの「設置」タブ、メインツールバーの「排水口」グループには、排水システムに排

水口を入力するためのオプションがあります。 

排水 

洗面台、シャワー、浴槽、トイレ、ビデ、キッチンシンク、シンク、食洗機、洗濯機、排水口などの

排水設備に排水を挿入できます。 

排水を入力または編集する際には、以下のパラメータを設定できます。「簡易入力」オプション

(「一般オプション」の「設計オプション」にあります)が無効になっている場合のみ表示されるパラ
メータもあります。 



 

 

● 放電参照 
参照によって放電の種類を選択します。これらの種類は、「プロジェクト」グループの「一

般オプション」にある「実行するオプションの設計と確認」セクションの「放電」で作成およ

び編集できます。 
● 一般データ 

○ 設計領域(ロック/ロック解除 
放流に関連する設計領域を定義します。選択した放流の種類が「排水」であり、



「設計領域」ボックスのチェックが外れている場合にのみ表示されます。その場

合、この値を入力することができます。この値のロックが解除されている場合、プ

ログラムは結果を更新する際に、放流が位置するモデルに入力された排水領域

のデータから取得した値を変更することができます。 
○ 流量(ロック/ロック解除) 
放流に関連する流量を定義します。選択した放流タイプで「流量」チェックボックス

が無効になっている場合のみ表示されます。その場合、値はここで入力できま

す。ロックが解除されている場合、結果を更新する際にプログラムでこの値を変

更できます。 
○ 放流の高さ 
モデル内のエレメントの挿入ポイントの高さに対する排出の高さを定義します。選

択した排出タイプで「排出の高さ」チェックボックスが非アクティブになっている場

合のみ表示されます。この場合、値はここで入力できます。 
● 3Dレイアウト 
エレメントの位置と角度を定義します。このセクションは、以前に入力したエレメントを編集

する場合のみ表示されます。 
○ 位置(x、y、z 
○ 角度 

● 床(ロック/ロック解除 
要素に割り当てられたフロアデータを定義します。このセクションは、以前に入力した要素

を編集する場合にのみ表示されます。このセクションのロックが解除されている場合、モ

デル内の要素のレイアウトに従って生成されたこのデータをプログラムで変更することが

できます。右側のウィザードを使用すると、「プロジェクト」グループの「フロアプラン」セク

ションで定義されたフロアプランのデータをインポートすることができます。 
○ 参照 
○ 初期立面図 
○ 設置奥行き 
○ 最小フリーハイト 

● ラベル(オプション 
要素のラベルに表示される情報を管理します。 

○ 参照(オプション) 
○ 立面図(オプション) 

● 数量明細 
フィルタを使用して、要素の数量明細の生成を制御します。 

○ 放流 

 

注記: 



グループの右下隅にある「放流」オプションを使用して、このグループの要素を定義するオプショ

ンにアクセスします。 
 
これらのオプションは、「プロジェクト」グループの「一般オプション」からアクセスできる「設計およ

び確認オプション」セクションで利用可能なオプションと同じです。 
 
チェックボックスにチェックを入れた放流は、このツールグループの追加のクイックアクセスオプ

ションとして利用可能になります。これにより、ユーザーは希望する放流をより迅速に入力するこ

とができます。 

給水および排水システムにおける消費と排出の調整 
「給水システム」タブ内の「設置」タブ、「消費」グループのメインツールバーには、給水および排水

システムにおける消費と排出を調整するオプションがあります。 

 

この機能は、メインツールバーの「排水システム」タブの「設置」タブにある「排水」グループの機

能と同等です。 

 

オプションをクリックすると、3つの列からなる表が表示されるウィンドウが開きます。 

● リンク 
● 消費 
● 排水 

各排水に関連する消費は、表の各エントリで選択することにより、プログラム内で定義することが

できます。この方法により、「水システム」タブに消費量が入力されると、関連する排出量が「衛生

システム」タブに自動的に入力され、逆に「衛生システム」タブに排出量が入力されると、関連す

る消費量が「水システム」タブに自動的に入力されます。 

「リンク」チェックボックスにチェックマークが付いている場合、関連する消費量と排出量は移動な

どの編集操作のためにリンクされたままになります。したがって、消費量を移動させると、排水量

も移動します。 



 

注記: 

デフォルトでは、トイレは「リンク」ボックスが非アクティブの状態で読み込まれます。これは、この

タイプのユニットの入口と出口の位置が異なるためです。 

右上隅の「設定」オプションを使用すると、異なる国や環境における消費量と排水量の設定を自

動的に読み込むことができます。 

 

排水システムの排水エリアの入力 
「衛生設備」タブの「設置」タブ、メインツールバーの「パイプ」グループには、排水システムに排水

パイプ、雨どい、縦排水管を挿入するためのオプションがあります。 



 

パイプ 

排水システムにパイプを水平または垂直の任意の位置に挿入します。雨水および/または排水の
排水、または換気用です。 

 

パイプを入力または編集する際には、以下のパラメータを設定することができます。「簡易入力」

オプション(「一般オプション」の「設計オプション」にあります)を無効にした場合のみ表示されるパ
ラメータもあります。 

● 参照 
要素参照。この値はロックまたはロック解除することができます。ロックを解除すると、結

果を更新する際にプログラムが参照を作成または変更します。 
● レイアウト(水平/垂直 
パイプのレイアウトが水平または垂直であるかを定義します。 

● パイプ参照 
参照、各パイプに割り当てられた排水の種類、選択されたレイアウトに応じてパイプの種

類を選択します。これらの種類は、「一般オプション」を選択し、「実施するオプションの設

計と確認」を選択すると表示される「プロジェクト」グループでアクセスできる「水平パイプ/
垂直パイプ」で作成および編集できます。 

● 一般データ 
要素の一般データを定義します。これらの値の一部はロックまたはロック解除が可能で



す。値がロックされている場合、結果を更新しても変更されず、そのままの状態が維持さ

れます。 
○ 呼び径/外径/内径(ロック/ロック解除) 
パイプの直径を選択し、定義します。 

○ 排水単位(ロック/ロック解除) 
側溝に関連する排水ユニットの数を定義します。このオプションは、「一般オプショ

ン」の「設計オプション」で「排水ユニットで定義された排出値」チェックボックスが

有効になっている場合、および選択したパイプタイプの「使用する解析方法」の

「表を使用して設計」タブで「排水ユニット」が選択されている場合にのみ表示され

ます。 
○ 設計領域(ロック/ロック解除) 
パイプに関連する設計領域を定義します。このオプションは、「一般オプション」の

「設計オプション」で「排水ユニットで定義された排出値」チェックボックスが有効に

なっている場合にのみ表示されます。この値のロックが解除されている場合、結

果を更新する際にプログラムが値を変更することができます。 
○ 総流量(オプション)(ロック/ロック解除) 
パイプの流量を定義し、「水力解析」チェックを有効にします。 

○ 同時性(ロック/ロック解除) 
パイプの同時係数を定義します。 

○ 主スパン(オプション)(ロック/ロック解除) 
パイプを主スパンとして考慮する場合に使用します。主スパンは、設置の主要要

素であり、それらに接続される残りのパイプの標高とレイアウトを決定します。こ

のオプションは、水平パイプでのみ表示されます。 
○ パイプを垂直パイプスパンとして考慮(オプション) 
パイプを垂直パイプスパンとして考慮し、選択した水平パイプの種類に関連する

チェックを無効にします。このオプションは、垂直パイプでのみ表示されます。 
○ パイプを水平パイプスパンとして考慮する(オプション) 
パイプを水平パイプスパンとして考慮し、選択した水平パイプの種類に関連する

チェックを無効にします。このオプションは、水平パイプでのみ表示されます。 
● 3Dレイアウト(ロック/ロック解除) 
要素の3Dレイアウトを定義します。このセクションは、以前に入力した要素を編集する場
合のみ表示されます。 

○ 垂直パイプの場合 
これらのパイプでは、プログラムが要素の軸を定義する多角形ライン上の点の絶

対空間座標X、Y、Zを直接入力するテーブルを提供します。 
○ 水平パイプの場合 
これらのパイプでは、プログラムが要素の3Dレイアウトを定義するためのオプショ
ンをいくつか提供します。 

■ 制限なし 
要素の軸を定義する多角形線上の点の絶対的なX、Y、Z空間座標を直
接入力します。 

■ 勾配による 
要素の3Dレイアウトを定義するには、要素が通過する点の平面座標、最
初の点の初期座標、および要素の勾配を入力します。初期標高と勾配の

値がロックされていない場合、プログラムは結果を更新する際にそれらを

調整することができます。 
■ 初期標高(ロック/ロック解除) 
要素の初期標高を定義します。 



■ 勾配(ロック/ロック解除) 
要素の勾配を定義します。 

■ 点 
要素の軸を定義する多角形線上の点の絶対的なXおよびY平面
座標を定義します。 

● 床(ロック/ロック解除) 
パイプに割り当てられた「初期床」および「最終床」のデータを定義します。このセクション

は、以前に入力されたエレメントを編集する場合にのみ表示されます。このセクションの

ロックが解除されている場合、モデル内のエレメントのレイアウトに従って生成されたこの

データをプログラムで変更することができます。右側のウィザードを使用すると、「プロジェ

クト」グループの「フロアプラン」セクションで定義されたフロアプランのデータをインポート

することができます。 
○ 参照 
○ 初期立面図 
○ 設置深さ 
○ 最小自由高さ 

● ラベル (オプション) 
要素のラベルに表示される情報を管理します。 

○ 垂直パイプの場合 
■ 参照 (オプション) 
■ 直径 (オプション) 

○ 水平パイプの場合 
■ 参照 (オプション) 
■ 長さ (オプション) 
■ 傾斜 (オプション) 
■ 直径 (オプション) 
■ 立面図 (オプション) 

● 数量計算書 
フィルタを使用して、要素の数量計算書の生成を制御します。 

○ 垂直パイプの場合 
■ 垂直パイプ 

○ 水平管の場合 
■ 水平管 
■ 掘削 

● 照合チェック 
選択した排水区域の種類で定義されている場合、要素に対して実行された照合チェック

を参照およびリストアップするために使用します。 
● 設計 
この機能は、右下のボタンをクリックしてアクセスし、排水区域編集パネルで考慮された

パラメータを定義済みの照合チェックに準拠するように自動的に設計するために使用しま

す。 



 

水平管の編集 



 

垂直管の編集 

水平管をモデルに挿入する際、プログラムは「プロパティ - スパンを入力」ダイアログボックスを表
示します。このダイアログボックスには以下のオプションがあります。 

● 勾配による 
スパン勾配の値を直接定義します。次に、平面図でスパンを定義する点がモデルに入力

されます。プログラムは、スパン編集パネルの「3Dレイアウト」セクションで「勾配による」
を選択し、「勾配」値をロックせずに記入します。ロックしない場合、設計時に、プログラム

は設置のスパンレイアウトに従ってこの値を修正することができます。 



○ 勾配 
● 勾配による指定(前のスパンに条件付き) 
勾配の値を指定せずに勾配によってスパンを定義します。次に、平面図でスパンを定義

する点をモデルに入力します。プログラムは、スパン編集パネルの「3Dレイアウト」セク
ションで「勾配による指定」を選択し、「勾配」の値を入力します。ロックしない場合、設計

時に、設置におけるスパンのレイアウトに応じてプログラムがこの値を変更できます。 
● 制限なし 
空間内のスパンを定義する点を自由に記入するために使用します。 プログラムは、スパ
ン編集パネルの「3Dレイアウト」セクションで「制限なし」を選択します。 

流れの方向の変更 

排水システム内のスパンの流れの方向を変更します。 

「パイプ」オプションで入力されたスパンでは、既定の流れの方向は点の挿入順序に従って定義

されます。流れの方向は、スパン中央部分の横に記号を表示することで表示できます。 

「垂直パイプ」オプションで入力されたスパンでは、既定の流動方向は下向きです。必要に応じ

て、このオプションを使用して上向きの流動方向を設定することができます。後者の場合、プログ

ラムはスパン中央部分に流動方向を示すシンボルを表示します。 

 

縦断 

モデルで必要な断面の始点と終点またはスパンを選択した後、排水システムの複数の連続した

スパンにおける縦断を表示するために使用します。 

このオプションを使用するには、「一般オプション」の「設計オプション」で「掘削」オプションが有効

になっている必要があります。ここで、点検ボックスおよび水平パイプで利用可能な掘削セクショ

ンを定義できます。次に、これらの掘削セクションは、「一般オプション」の「設計およびチェックオ

プション」で定義された水平パイプに割り当てられ、モデルで使用されます。 



 

垂直パイプ 

雨水排水、汚水排水、または換気用として、垂直パイプを排水システムに挿入することができま

す。 

このオプションをクリックすると、編集パネルを使用して垂直パイプの特性を定義することができ

ます。このパネルで「垂直パイプ」タイプを選択すると、「配管」オプションを使用する際に表示され

るものと同じ編集パネルが表示されます。 

次に、モデルに垂直パイプが挿入されると、プログラムは「プロパティ - 垂直パイプ」ダイアログ
ボックスを表示し、パイプの「終点」に関連付けられたレベルが定義され、そのレベルより上の「変

位」が正または負の値で表示されます。パイプの始点は、作業領域上の点にカーソルでマークさ

れます。 

これにより、アクティブなビューの作業平面の標高から、選択したレベルと前述のダイアログボッ

クスで指定した変位で定義された標高まで、パイプがレイアウトされます。 



 

垂直パイプの生成 

プログラムには、モデルに以前にレイアウトされた他の要素(パイプや放流管など)を結ぶ垂直パ
イプを自動的に生成する2つのユーティリティがあります。 

● 最初のオプションは、可能な場合、作業のすべてのポイントで垂直パイプを生成します。 
● 2つ目のオプションは、可能であれば、ユーザーが選択した要素間の垂直パイプを生成し
ます。 



 

これらのツールのいずれかを使用した後、プログラムは生成された水平パイプの数を報告しま

す。ここから、必要に応じて、このプロセスで作成されたパイプを編集または削除することができ

ます。 

このツールは、異なる高さにある2つの要素間の垂直パイプを生成します。ただし、その両端、つ
まり接続する垂直パイプが配置されるポイントが同じ平面座標を持つ場合に限ります。 



 

注記: 

グループの右下隅にある「パイプ」ボタンを使用すると、このグループの要素を定義するオプショ

ンにアクセスできます。 
 
これらのオプションは、「プロジェクト」グループの「一般オプション」にある「設計および確認オプ

ション」で利用できるオプションと同等です。 

排水システムの排水区域の入力 
「設備」タブの「衛生設備」タブ、メインツールバーの「パイプ」グループには、排水システムに排水

管、側溝、縦方向の排水管を挿入するためのオプションがあります。 

 

排水管、側溝、縦方向の排水は、それらが配置されている排水区域の設計領域に関連する流れ

を収集することができます。排水区域は、「排水区域」オプションを「排水」グループで使用して入

力します。排水区域は、モデル内の各排水管、側溝、縦方向の排水要素に対して入力する必要

があります。 

排水管 

排水システムに排水管を挿入します。 

排水管を入力または編集する際には、以下のパラメータを設定できます。「簡易入力」オプション

(「一般オプション」の「設計オプション」にあります)を無効にしたままにしている場合のみ表示され
るパラメータもあります。 



 

排水管 

● 参照先 
要素参照。この値はロックまたはロック解除が可能です。ロックを解除すると、結果を更

新する際に参照先が作成または変更されます。 
● 排水管参照 
参照によって排水管の種類を選択します。これらの種類は、「プロジェクト」グループの

「一般オプション」セクションの「設計およびチェックオプション」の「排水管」で作成および

編集できます。 
● 一般データ 
要素の一般データを定義します。これらの値の一部は、ロックまたはロック解除が可能で

す。値がロックされている場合、結果を更新しても変更されず、変更されません。 
○ 呼び径/外径/内径(ロック/ロック解除) 
排水管の直径を選択し、定義します。 

○ 設計面積(ロック/ロック解除) 
排水管に関連する設計面積を定義します。このオプションは、「一般オプション」

の「設計オプション」で「排水単位で定義された排出値」チェックボックスが有効に

なっている場合にのみ表示されます。この値がロックされていない場合、プログラ

ムは結果を更新する際に、排水管が位置する排水区域の投影面積値からデータ

を取得して、この値を変更することができます。 
○ 流量(オプション)(ロック/ロック解除) 
排水管の流量を定義し、「水力解析」チェックを有効にします。 



○ 不透水性グレード 
表を使用して要素の設計を行うために不透水性の等級を定義するために使用し

ます。 プログラムの右側には、壁や床に必要な最小不透水性を、水の存在や地
盤の透水係数に応じて確認できる補助機能があります。 このオプションは、選択
した排水管の種類について「最小呼び径」チェックボックスが有効になっている場

合にのみ表示されます。 
○ 設置タイプ(地下/壁の周囲) 
排水管が床下に敷設されるか、壁の周囲に敷設されるかを選択し、表を使用して

要素の設計を行うことができます。このオプションは、選択した排水管の種類で

「最小呼び径」チェックボックスが有効になっている場合にのみ表示されます。 
● 3Dレイアウト(ロック/ロック解除 
要素の3Dレイアウトを定義します。このセクションは、以前に入力した要素を編集する場
合にのみ表示されます。 

○ 制限なし 
要素の軸を定義する多角形線上の点の絶対的なX、Y、Z空間座標を直接入力し
ます。 

○ 勾配による 
要素の3Dレイアウトを定義するには、要素が通過する点の平面座標、最初の点
の初期座標、および要素の勾配を入力します。初期標高と勾配の値がロックされ

ていない場合、プログラムは結果を更新する際にそれらを調整することができま

す。 
■ 初期標高(ロック/ロック解除) 
要素の初期標高を定義します。 

■ 傾斜(ロック/ロック解除) 
要素の傾斜を定義します。 

■ ポイント 
要素の軸を定義する多角形線上のポイントの絶対 X および Y 平面座標
を定義します。 

● フロア(ロック/ロック解除) 
要素に割り当てられたフロアデータを定義します。このセクションは、以前に入力された要

素を編集する場合にのみ表示されます。このセクションのロックが解除されている場合、

モデル内の要素のレイアウトに従って生成されたこのデータをプログラムで変更すること

ができます。右側のウィザードを使用すると、「プロジェクト」グループの「フロアプラン」セ

クションで定義されたフロアプランのデータをインポートすることができます。 
○ 参照 
○ 初期立面図 
○ 設置深さ 
○ 最小フリーハイト 

● ラベル(オプション 
要素のラベルに表示される情報を管理します。 

○ 参照(オプション 
○ 長さ(オプション 
○ 勾配(オプション 
○ 直径(オプション 
○ 立面図(オプション 

● 数量計算書 
フィルターを使用して、要素の数量計算書の生成を制御します。 

○ 排水管 



● 照会チェック 
選択した排水エリアの種類で定義されている場合、要素に対して実施されたチェックを参

照し、リスト化します。 
● 設計 
この機能は、右下のボタンをクリックしてアクセスし、排水エリア編集パネルで考慮したパ

ラメータを定義済みのチェックに準拠するように自動的に設計するために使用します。 

雨どい 

排水システムに雨どいを挿入します。 

雨どいを入力または編集する際には、以下のパラメータを設定できます。「簡易入力」オプション

(「一般オプション」の「設計オプション」にあります)が無効になっている場合のみ表示されるパラ
メータもあります。 

 

雨どい 

● 参照 
要素参照。この値はロックまたはロック解除が可能です。ロックが解除されている場合、

プログラムは結果を更新する際に参照を作成または変更します。 
● ガッター参照 
参照によりガッターの種類を選択します。これらの種類は、「プロジェクト」グループの「一

般オプション」セクションの「実行するオプションの設計と確認」セクションにある「ガッター」

で作成および編集できます。 
● 一般データ 
要素の一般データを定義します。これらの値の一部はロックまたはロック解除が可能で



す。値がロックされている場合、結果を更新しても変更されず、そのままの状態が維持さ

れます。 
○ 呼び径/外径/内径(ロック/ロック解除) 
側溝の直径を選択し、定義します。 

○ 排水単位(ロック/ロック解除) 
雨どいに関連する排水ユニットの数を定義します。このオプションは、「一般オプ

ション」の「設計オプション」で「排水ユニットで定義された排出値」チェックボックス

が有効になっており、「選択した雨どいタイプ」の「使用する解析方法」で「表によ

る寸法決定」テーブルで「排水ユニット」が選択されている場合にのみ表示されま

す。 この値がロックされていない場合、プログラムは結果を更新する際に、雨ど
いが位置する排水区域の投影面積値からデータを取得して、この値を変更する

ことができます。 
○ 設計面積(ロック/ロック解除) 
溝に関連する設計面積を定義します。このオプションは、「一般オプション」の「設

計オプション」で「排水ユニットで定義された排出値」チェックボックスが有効になっ

ており、「表による寸法決定」の「使用する解析方法」の表で「排水ユニット」が選

択されている場合にのみ表示されます。この値がロックされていない場合、プログ

ラムは結果を更新する際に、雨どいが位置する排水区域の投影面積値からデー

タを取得して、この値を変更することができます。 
○ 流れ(オプション)(ロック/ロック解除) 
雨どいの流量を定義します。 

● 3Dレイアウト(ロック/ロック解除) 
要素の3Dレイアウトを定義します。このセクションは、以前に入力した要素を編集する場
合のみ表示されます。 

○ 制限なし 
要素の軸を定義する多角形線上の点の絶対的なX、Y、Z空間座標を直接入力し
ます。 

○ 勾配による 
要素を通る点の平面座標、最初の点の初期座標、要素の勾配を入力して、要素

の3Dレイアウトを定義します。初期標高と勾配の値がロックされていない場合、
プログラムは結果を更新する際にそれらの値を調整できます。 

■ 初期標高(ロック/ロック解除) 
要素の初期標高を定義します。 

■ 傾斜(ロック/ロック解除) 
要素の傾斜を定義します。 

■ ポイント 
要素の軸を定義する多角形線上のポイントの絶対 X および Y 平面座標
を定義します。 

● フロア(ロック/ロック解除) 
エレメントに割り当てられたフロアデータを定義します。このセクションは、以前に入力さ

れたエレメントを編集する場合のみ表示されます。このセクションのロックが解除されてい

る場合、モデル内のエレメントのレイアウトに従って生成されたこのデータをプログラムで

変更することができます。右側のウィザードを使用すると、「プロジェクト」グループの「フロ

アプラン」セクションで定義されたフロアプランのデータをインポートすることができます。 
○ 参照 
○ 初期立面図 
○ 設置深さ 
○ 最小フリーハイト 



● ラベル(オプション 
要素のラベルに表示される情報を管理します。 

○ 参照(オプション) 
○ 長さ(オプション) 
○ 傾斜(オプション) 
○ 直径(オプション) 
○ 立面図(オプション) 

● 数量計算書 
フィルターを使用して、要素の数量計算書の作成を管理します。 

○ 雨どい 
● 照合チェック 
選択した排水エリアの種類で定義されている場合、要素に対して実施された照合をチェッ

クし、リスト化します。 
● 設計 
この機能は、右下のボタンをクリックしてアクセスし、定義済みのチェックに準拠するよう

に、側溝編集パネルで考慮されたパラメータを自動的に設計するために使用します。 

縦方向の排水路 

排水システムに縦方向の排水路を挿入します。 

縦方向ドレンを入力または編集する際には、以下のパラメータを設定できます。「一般オプション」

の「設計オプション」にある「簡易入力」オプションを無効にした場合のみ表示されるパラメータも

あります。 



 

● 参照 
要素参照。この値はロックまたはロック解除できます。ロック解除すると、結果を更新する

際に参照が作成または変更されます。 
● 縦方向ドレン参照 
縦方向ドレンのタイプをその参照によって選択します。これらのタイプは、「プロジェクト」

グループの「一般オプション」セクションの「設計およびチェックオプション」の「ガター」で作

成および編集できます。 
● 一般データ 
要素の一般データを定義します。これらの値の一部は、ロックまたはロック解除が可能で

す。値がロックされている場合、結果を更新しても変更されず、変更されません。 



○ タイプ(ロック/ロック解除) 
縦方向排水に対応する材料の種類を選択します。これらの材料は、「プロジェク

ト」グループの「一般オプション」の「材料および機器の選択」セクションにある「縦

方向排水カタログ」で作成および編集できます。 
○ 寸法(ロック/ロック解除) 
前のセクションで選択したタイプで利用可能な寸法から、縦方向排水の寸法を選

択します。 
○ 設計領域(ロック/ロック解除) 
縦方向の排水に関連する設計領域を定義します。このオプションは、「一般オプ

ション」の「設計オプション」にある「排水単位で定義された排出値」チェックボック

スが有効になっている場合にのみ表示されます。この値のロックが解除されてい

る場合、プログラムは結果を更新する際に、縦方向の排水が配置されている排

水領域の設計領域値からデータを取得して、その値を変更することができます。 
○ 流量(オプション)(ロック/ロック解除) 
縦方向排水路の流量を定義します。 

● 3Dレイアウト(ロック/ロック解除) 
要素の3Dレイアウトを定義します。このセクションは、以前に入力した要素を編集する場
合のみ表示されます。 

○ 制限なし 
要素の軸を定義する多角形線上の点の絶対X、Y、Z空間座標を直接入力しま
す。 

○ 勾配による 
要素の3Dレイアウトを定義するには、要素が通過する点の平面座標、最初の点
の初期座標、および要素の傾斜を入力します。初期標高と傾斜の値がロックされ

ていない場合、プログラムは結果を更新する際にそれらを調整することができま

す。 
■ 初期標高(ロック/ロック解除) 
要素の初期標高を定義します。 

■ 傾斜(ロック/ロック解除) 
要素の傾斜を定義します。 

■ 点 
要素の軸を定義する多角形線上の点の絶対的なXおよびY平面座標を定
義します。 

● フロア(ロック/ロック解除) 
要素に割り当てられたフロアデータを定義します。このセクションは、以前に入力した要素

を編集する場合にのみ表示されます。このセクションのロックが解除されている場合、プ

ログラムでこのデータを変更することができます。このデータは、モデル内の要素のレイ

アウトに従って生成されます。右側のウィザードを使用して、「プロジェクト」グループの「フ

ロアプラン」セクションで定義されたフロアプランのデータをインポートすることができま

す。 
○ 参照 
○ 初期立面図 
○ 設置深さ 
○ 最小フリーハイト 

● ラベル(オプション 
要素のラベルに表示される情報を管理します。 

○ 参照(オプション 
○ 長さ(オプション 



○ 勾配(オプション 
○ 直径(オプション 
○ 立面図(オプション 

● 数量明細 
フィルタを使用して、要素の数量明細の生成を制御します。 

○ 縦方向の排水 

 

注記: 

グループの右下隅にある「放流」オプションを使用して、このグループの要素を定義するオプショ

ンにアクセスします。 
 
これらのオプションは、「プロジェクト」グループの「一般オプション」からアクセスできる「設計およ

び確認オプション」セクションで利用できるオプションと同じです。 

給水および排水システムのパイプの編集 
メインツールバーの「給水システム」タブの「パイプ」グループにある「設置」タブでは、給水システ

ムのパイプの形状を編集するためのオプションがあります。 

 

これらの機能は、メインツールバーの「給水システム」タブの「排水システム」タブにある「パイプ」

グループでも、排水システムのパイプの形状を編集するために使用できます。 

 

点の追加 

パイプに中間点を追加します。パイプは分割されずに単一の要素として残ります。 



 

点の削除 

パイプの中間点を削除します。パイプラインは分割されずに単一の要素として残ります。 

 

結合 

2本のパイプを1本のパイプに結合し、必要に応じて接続スパンを生成します。このオプションを使
用すると、結果として得られるパイプは、最初に選択したパイプのプロパティを継承します。 

 

分割 

選択した点でパイプを2つに分割します。 



 

要素の延長/トリム 

参照パイプを基準としてパイプの長さを変更するために使用します。最初に選択したパイプが参

照パイプとなり、オプションを使用した後に2番目に選択したパイプの長さを変更します。2番目の
パイプを選択した時点で、プログラムを使用して結果の形状をプレビューすることができます。 

 

交差部分まで延長/トリム 

選択した2つのパイプを交差部分まで延長または短縮するために使用します。2番目のパイプを
選択した時点で、プログラムを使用して結果の形状をプレビューすることができます。 

 

BIMserver.centerプラットフォームへの統合 



CYPEのプログラムの多くはBIMserver.centerプラットフォームと連携しており、オープンスタン
ダードに基づくフォーマットのファイル交換により共同作業を行うことができます。 
BIMserver.centerで作業を行うには、ユーザーは無料でプラットフォームに登録し、プロファイル
を作成することができます。 
プラットフォームに接続されたプログラムにアクセスすると、プログラムはBIMserver.center内の
プロジェクトに接続します。これにより、BIMserver.centerで共同作業で開発されたプロジェクトの
ファイルは最新の状態に保たれます。 

 
 

BIMserver.centerプラットフォームを介したCYPEソフトウェアの使用に関する詳細については、
https://docs.google.com/document/d/17fA9UvptpoHASJU8GBY8aZXqB8r94yNu1279M
dl0xts/editをクリックしてください。 

https://info.cype.com/en/subject/using-cype-software-via-bimserver-center/
https://info.cype.com/en/subject/using-cype-software-via-bimserver-center/
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